
西建産業グループ行動指針 

 

第１建設業の社会的使命･役割の遂行 

よりよい社会基盤と産業基盤を形成し、地域社会の健全な発展と地域住民の生活

の向上に貢献するとともに、地域の安定と雇用の確保に寄与する。 

さらに、自然災害等に見舞われた際には、業界に課せられた社会的使命として復

旧・復興に尽力する。 

１．健全な企業体質の確立 

建設業が社会的使命・役割等を遂行するため、公正な事業活動を通じて、適正利

潤を得ることにより、健全で成長力のある企業体質を保持し、将来にわたって社

会の発展に貢献する。 

２．顧客の満足と信頼の獲得 

良質で安全な建設生産物を、最適な施工により適正価格で提供することにより、

顧客の満足と信頼を獲得する。 

３．品質の確保と建設技術の向上 

契約を遵守することはもとより、誠実に事業に取り組み、品質の確保に努めると

ともに、有用な技術開発に積極的に取り組み、建設技術の向上に努める。 

４．適正な協力体制の構築 

工事発注者や設計者を含めた関係者全員において、価格と品質、工期等について

十分な相互理解と協力体制を構築する。 

５．公衆災害防止の徹底 

工事施工に伴う公衆災害の防止措置を徹底する。 

６．自然災害への対応 

大地震等の自然災害発生時に、被災地域の住民の救援と安全の確保、被災構造物

の応急復旧等の災害対応活動を迅速かつ組織的に行う。 

第２公正かつ誠実な企業活動の実践 

法令及びその精神を遵守するとともに、社会的良識に反する企業行動は一切行わ

ない。 

１．公正な営業活動の実施 

工事等の営業活動においては、刑法、独占禁止法等に違反する談合・贈賄等の行

為は一切行わない。また、いわゆるダンピング受注等公正な競争を妨げる行為も

行わない。 



２．適正な生産体制の構築 

適正な生産体制を構築するため、建設業法等の法令に則り、専門工事業者や資材

納入業者等の協力会社と公正な取引を行い、役割分担と責任範囲を明確にする。 

３．反社会的勢力の排除 

社会の安全や秩序を揺るがす反社会的勢力とは、対決する姿勢を堅持し、一切の

関係を遮断する。 

４．知的財産権等の保護 

他者の知的財産権を尊重するとともに、個人情報など事業活動を行う上で取り扱

う情報を適切に管理・保護する。 

５．適正な財務処理等の実行 

企業の取引や資産状況について、正確かつ適正な会計処理と記録を行い、財務報

告の信頼性を確保する。  

６．政治、行政との適正な関係の保持 

政治、行政との関わりについては、関係法令を遵守し、透明で適正な関係を保持

する。 

第３人間の尊重 

企業活動の担い手は人間である。公正かつ誠実な企業活動を実践し、技術者・技

能者をはじめとする「人」を大切にする経営を堅持していく。 

１．魅力ある労働環境の創出 

技術者・技能者を始め建設生産を担う人々のために、雇用・労働条件の改善・向

上に努め、仕事にやりがいと誇りを持てる魅力ある労働環境の創出に努める。 

２．安全衛生対策の強化・充実 

労働災害や労働疾病を防止し、建設業に携わる人々の安全と健康を確保するた

め、安全衛生対策の強化・充実を図る。 

３．差別や不当な取扱いの禁止およびハラスメントの禁止 

基本的人権を尊重し、政治的信念、思想、宗教、ジェンダー、性的指向、身体的

特徴、疾病、年齢、国籍、人種、民族などを理由として、雇用や処遇について、

いかなる差別や不当な取扱いも行わない。また、社内におけるハラスメント行為を

禁止する。 

４．多様な個性や能力を尊重した人事処遇、人材育成の推進 

多様な人材の個々の能力が十分に発揮される人事処遇を行い、個性を尊重した人

材育成を図る。 

 

 

 



第４社会との共生 

企業と社会は共存共栄の関係にある。企業は、環境保全、省エネルギー等の社会

の要請に応えるとともに、社会貢献活動に努めることにより、社会との相互理解

を図る。 

１．社会との広範なコミュニケーションの実施 

株主・顧客・取引先等を始め、広く社会とのコミュニケーションを積極的に実施

し、企業活動についての相互理解を促進して、社会から信頼され必要とされる

「開かれた企業」を目指す。 

２．社会貢献活動の積極的な展開 

良き企業市民として、社会貢献活動を積極的に展開する。 

３．環境保全等への取り組み 

工事施工における環境への負荷軽減はもとより、地球温暖化対策、循環型社会の

構築、生物多様性の保全などに積極的に取り組むとともに省エネルギーに努め

る。 
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